
平成25年度の秋田市文化章の受章者が決まりま

した。市文化章は芸術・学術、産業・経済、教育・

スポーツなどの各分野で市の文化振興に大きく貢

献されたかたに贈られます。

表彰式は11月１日(金)午後４時から秋田キャッ

スルホテルで行います。文化振興室☎(866)2246

三
み

浦
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廣
ひ ろ

巳
き

(62歳･千秋)
さん 濱

は ま

田
だ

文
ふ み

男
お

(64歳･旭川)
さん

山形
や ま が た

一至
か ず よ し

(78歳･将軍野)
さん

長
年
に
わ
た
り
俳
句
の
創
作･

指
導
に
携
わ
り
、
各
種
大
会･

コ
ン
ク
ー
ル
の
選
者
や
秋
田
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
講
師
と

し
て
、
後
進
の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、秋
田
市
俳
句
人
連
盟
副
会
長
な
ど
の
役
職
を
歴
任
し
、

「
秋
田
市
竿
燈
ま
つ
り
協
賛･

野
外
俳
句
会｣

の
創
設
に
も
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
全
県
的
な
規
模
に
成
長
す
る
な
ど
、
俳

句
文
化
の
振
興
に
大
き
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 加

か

藤
と う

隆
りゅう

二
じ

(86歳･手形)
さん

五十嵐
い が ら し

貴世衣
き よ い

(84歳･旭北)

さん
(本名　五十嵐清子）

文芸(俳句)市の文化振興に
大きく貢献
平成25年度秋田市文化章

昭
和
36
年
に
日
本
人
形
作
家
協
会
に
入
会
し
、
本
部
講
師･

評
議
員
を
務
め
、
協
会
創
作
展
で
は
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
押
絵･

人
形
教
室
を
開
設
さ
れ
50
年
以
上

に
わ
た
り
後
進
の
指
導･

育
成
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
形
作
家
協
会
秋
田
分
会
、
秋
田
押
絵
作
家
協
会
を

設
立
し
、
会
長
と
し
て
幅
広
い
年
代
へ
の
文
化
活
動
を
推
進

し
、
市
民
文
化
の
振
興
に
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

工芸(押絵･人形)長
年
に
わ
た
り
優
れ
た
詩
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
か
ら
は
秋
田
県
現
代
詩
人
協
会
の
会
長
と
し
て
組

織
運
営
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
さ
き
が
け
詩
壇
の
選
者
な
ど

を
務
め
、
秋
田
県
詩
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
開
催
さ
れ
た
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
秋
田
大
会
で
は
実
行

委
員
長
を
務
め
、
来
年
の
国
民
文
化
祭
の
現
代
詩
部
門
の
実

行
委
員
と
し
て
も
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

文芸(現代詩)

日
本
素
材
物
性
学
会
会
長
と
し
て
学
会
の
発
展
に
寄
与
し
、

特
に
国
際
会
議
を
秋
田
市
で
開
催
す
る
な
ど
、
世
界
に
向
け

た
情
報
発
信
と
地
域
活
性
化
、
学
会
を
足
場
と
し
た
国
際
交

流
に
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
大
学
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
秋
田
大
学
産
学

連
携
推
進
機
構
長
を
務
め
、
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
に

も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

学術

＊素材物性学＝素材の持つ特性を改めて研究し、

新たな工学的活用を研究すること。

秋
田
商
工
会
議
所
の
議
員
を
長
年
に
渡
っ
て
務
め
、
地
域

商
工
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
秋
田
港
の
活
性
化

と
国
際
化
の
推
進
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ブ
レ
ッ
ツ
の
設
立
に
尽
力
し
、
初

代
会
長
に
就
任
し
た
ほ
か
、
秋
田
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
２
０

０
１
で
は
組
織
委
員
会
事
務
総
長
を
務
め
陣
頭
指
揮
を
執
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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事
業
費
の
見
直
し

新
庁
舎
本
体
と
関
連
工
事
に
つ
い
て
、
材

料
費
や
労
務
費
を
今
年
度
単
価
に
置
き
換
え

て
費
用
を
算
出
し
、
さ
ら
に
、
当
初
予
定
し

て
い
た
施
設
機
能
な
ど
に
で
き
る
だ
け
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
事
業
費
を
見
直
し
ま
し
た
。

本
体
工
事
は
、
仕
様
な
ど
を
変
え
約
４
億

円
を
縮
減
。
単
価
の
引
き
上
げ
で
増
額
と
な

っ
た
額
か
ら
こ
れ
を
差
し
引
い
た
結
果
、
当

初
と
比
べ
約
13
億
円
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
分
は
、
本
体
工
事
以
外
の
見
直
し
で
縮

減
を
図
り
、
市
議
会
か
ら
承
認
を
得
て
い
る

当
初
予
算
の
約
126
億
円
ま
で
事
業
費
を
圧
縮

し
て
い
ま
す
。

工
事
内
容
の
お
も
な
見
直
し

(

金
額
は
い
ず
れ
も
概
算
で
す)

①
新
庁
舎
本
体
工
事

面
積
や
免
震
装
置
な

ど
の
構
造
は
変
更
せ
ず
に
、
当
初
計
画
の

機
能
を
維
持
し
な
が
ら
仕
様
な
ど
を
見
直

し
ま
し
た
…
当
初
96
億
円
▼
見
直
し
後
109

億
円(

13
億
円
増)

縮
減
項
目
▼
造
作
家
具
の
仕
様
、
金
物
工

事
、
昇
降
機
設
備
の
仕
様
、
正
庁
西
側
の

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
、
照
明
器
具
の
仕
様
、

屋
外
電
気
設
備
材
料
の
仕
様
な
ど

②
本
体
関
連
工
事

木
質
内
外
装
、
映
像
音

響
電
気
設
備
、
無
停
電
電
源
装
置
電
気
設

備
な
ど
の
仕
様
を
見
直
す
と
と
も
に
、
本

体
工
事
と
し
て
一
括
発
注
し
ま
す
…
当
初

11
億
円
▼
見
直
し
後
７
億
円(

４
億
円
減)

③
分
館
な
ど
の
改
修
工
事

分
館
の
改
修
を
耐

震
補
強
な
ど
の
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、
書

庫
な
ど
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
研
修

棟
の
改
修
工
事
を
取
り
や
め
ま
す
…
当
初
３

億
円
▼
見
直
し
後
１
億
円(

２
億
円
減)

④
外
構
工
事

駐
車
場
通
路
屋
根
の
仕
様
と
、

植
栽･

職
員
駐
輪
場
を
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、

配
電
盤
の
一
部
を
取
り
や
め
ま
す
…
当
初

４
億
円
▼
見
直
し
後
３
億
円(

１
億
円
減)

⑤
解
体
工
事

現
本
庁
舎
の
地
下
駐
車
場
と

し
て
の
改
修
と
、
山
王
別
館
解
体
工
事
を

取
り
や
め
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎
、
議
場

棟
、
福
祉
棟
の
解
体
工
事
を
一
括
発
注
し

ま
す
…
当
初
９
億
円
▼
見
直
し
後
４
億
円

(

５
億
円
減)

⑥
そ
の
他(

監
理
費
、
負
担
金
な
ど)

…
当
初

３
億
円
▼
見
直
し
後
２
億
円(

１
億
円
減)

工
事
発
注
、
入
札
の
方
針

①
３
回
目
の
入
札
に
あ
た
り
、
平
成
25
年
度

の｢

秋
田
県
営
繕
工
事
標
準
単
価
表｣

と
最

新
の
刊
行
物
単
価
を
採
用
し
ま
し
た

②
業
者
か
ら
参
考
と
な
る
見
積
書
を
徴
取
し
、

再
公
告
時
か
ら
材
料
費
で
４
％
、
労
務
費
で

10
％
の
上
昇
を
見
込
ん
で
工
事
費
を
設
定

③
新
庁
舎
本
体
工
事
は
、
総
合
評
価
落
札
方

式(

※)

に
よ
る
公
募
型
指
名
競
争
入
札
で

実
施
。
入
札
で
は
、
コ
ス
ト
縮
減
に
関
す

る
評
価
項
目
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
地

元
経
済
貢
献
に
関
す
る
項
目
を
設
定
し
、

市
内
企
業
の
参
加
に
配
慮
し
ま
す
。
ま
た
、

参
加
要
件
は
共
同
企
業
体
に
加
え
、
単
体

企
業
で
の
参
加
も
可
能
と
し
ま
す

10
月
１
日
、
河
辺
豊
成
の
総
合
環
境
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
秋
田
市
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所(

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
）が
完
成
し
、

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
電
所
は
、
約
4.6

に
９
千
170
枚
の
パ
ネ
ル

を
設
置
。
年
間
182
万

時(

一
般
家
庭
約
520
世
帯

１
年
分
の
電
気
量)

を
発
電
し
、
そ
れ
を
東
北
電

力
に
売
電
す
る
仕
組
み
で
す
。
売
電
年
額
は
約

７
千
600
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
発

電
は
太
陽
光
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
年
間
780
■

の
二
酸
化
炭
素
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

毎
日
の
発
電
量
は
左
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
設
の
見
学

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
総
務
課
☎(

８
６
３)

６
８
６
２

h
ttp
://w
w
w
.jfe-solarp

ow
er.jp

/sites/at/

市役所新庁舎は、｢市民生活を守る防災拠点としての庁舎｣｢市民に親し
まれ、市民サービスの向上を実現する庁舎｣｢環境共生に取り組む、地球
にやさしい庁舎｣などを基本方針とし、市民や市議会からご意見を伺いな
がら建設事業を進めてきました。
しかし、見積価格が折り合わないなどの理由で、入札が２度中止にな

ったことを受け、企業からの意見聴取などを行い、事業費と工事内容を
次のとおり見直しました。新庁舎完成は、平成28年３月の予定。市民の
みなさまのご理解をお願いいたします。新庁舎建設室☎(866)8915

工事内容を見直し、平成28年３月の完成をめざします
新庁舎建設

※
工
事
発
注
に
あ
た
り
、
競
争
参
加
者
に
技
術
提
案

な
ど
を
求
め
、
価
格
以
外
に
そ
の
能
力
を
審
査･

評
価
し
、
契
約
の
相
手
を
決
定
す
る
方
式
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
完
成

完成記念式典で。中央が穂積市長

一般廃棄物最終処分場跡地に建設

環
境
に
や
さ
し
い

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
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